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編集後記

新型コロナウィルスの感染拡大によって，以前から潜んでいた社会の問題が顕在化しており，現

在ほどデザインのありかたが問われる時代はないのではないかと思われます。意匠学会の雑誌

の名称のうちに理論と謳われていますが，テオリアとしての理論があってこそ，実践への道も

ひらけてくるのではないでしょうか。意匠学会についてみますと，学会の 5 月例会が中止にな

るなど例年どおりの学会運営ができなくなっていますが，雑誌の編集そのものは皆様のご協力

により問題なく進めることができました。以前から，雑誌投稿のオンライン化を進めており，ド

イツに滞在している幹事の佐藤さんとも遠隔で作業してきましたので，この状況にも難なく対

応できたのだとも思います。今回もまた幹事さんの奮闘に敬意を表したいと思います。

� 高安記
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